
・・ 想い ・・ 
木々の緑 草の縁 

日ざしの温かさ そよ風の優しい香り カ強い土の匂い 

  そこには自然があふれている 

抱かれるように建つ木で作られた舎（いえ） 

  そこに暮らす人々 

   年寄りもいる 青年もいる男も女も 

   歩くことも手を使うことも自分ではできない人もいる 

   言葉を話せない人も 

        物忘れをすぐしてしまう人も 

        力持ちの人 優しい気持ちをいつも 

笑顔の素敵な人 いつも自分に正直な人 

記憶力扱群な人 決して人を裏切らない人‥‥‥ 

そこでは、今生きている事実を 今ある姿そのものを認め合い大切にする 

そんな人々を包みながらゆっくりと季節が流れていく 

 冷たい風に身を震わせる 冬 

  新緑の中から命の鼓動が伝わる 春 

   照りつける太陽に自然の厳しさを感じる 夏 

    実りの中に命の豊かさを確認する 秋 

それらの季節の中で 集う人々は季節に合わせて暮らす 

積み重ねられた月日と今ある生活に胸を張る 

それらが関わってきた人々の精一杯の努力によって創られたものだから 

 集うものみな 舎に生きる自分を確かめるために 

                   今日もいんば学舎に 共に暮らす 
 


